＊＊　女性委員会のページ　＊＊
日時：20１０/４/４(日)　≪近畿ブロック搬出訓練の出席者≫　　
　　下野（バッカス）高田秀・内海（きたろう）森山・宮本（テンション）西山（テルル）近藤・渡辺（白峰）　篠原（高槻）川上・吉岡（ハイジ）中路（八尾山の会）　１２名
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近藤さんのボケでなごむ下野委員長　　　　　血液致死量の実験　参加者も真剣な様子
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ハイキングクラブの部で講習真剣に　　　その後、自前のポシェットで実演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演じる３人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する人もチラホラあったとか･･

けが人の内海から「応急手当」のけが人のモデルになりその時思いました。もし、これが本当に怪我をした時なら、たぶん「大丈夫、心配しないで」と、痛みを我慢すると思うところだが、練習と云えども仲間の無償の手当が優しく安心し、心が落ち着くことが判りました。ちょうど子供が怪我をして泣いて帰ってきて母親に手当をしてもらって安心するそのような気持ちになりました。

参加メンバーから感想
西山・会にもっと積極的に参加要請すべき内容だと思うほど、充実していた。

・毎年の反復が必要と思った。

中路・女性委員会の五人の説明が、とてもよかったと好評でした。参加者のみなさんが説明を聞きながら、パンフレットのどこに載っているかさがしておられました。パンフレットに載ってなくて残念そうでした。説明していた分で差し障りのない分について、パンフレットに記載があれば、なおよかったと思います。 









